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理
科
の
学
力
向
上
と
理
科
授
業
の
充

実
、
さ
ら
に
は
、
科
学
や
理
工
学
の
お
も

し
ろ
さ
を
伝
え
、
将
来
の
桐
生
の
地
域
産

業
を
支
え
る
人
材
育
成
を
目
的
に
群
馬
大

学
大
学
院
理
工
学
府
の
大
学
院
生
を
「
サ

イ
エ
ン
ス
ド
ク
タ
ー
」
と
し
て
市
立
中
学

校
全
10
校
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
14
人
の
サ
イ
エ
ン
ス

ド
ク
タ
ー
を
、
大
規
模
校
の
清
流
・
相

生
・
新
里
中
学
校
に
各
57
回
、
中
規
模
校

の
中
央
・
境
野
・
広
沢
・
川
内
・
桜
木
中

学
校
に
各
37
回
、
小
規
模
校
の
梅
田
・
黒

保
根
中
学
校
に
各
17
回
の
、
延
べ
３
９
０

回
派
遣
し
、
サ
イ
エ
ン
ス
ド
ク
タ
ー
の
専

門
性
を
生
か
し
た
教
材
の
開
発
、
理
科
の

授
業
支
援
、
自
由
研
究
の
指
導
助
言
、
科

学
ク
ラ
ブ
の
実
施
、
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス

タ
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す

　
問
い
合
わ
せ
は
、
学
校
教
育
課
教
育
支

援
係
（
☎
内
線
６
８
８
）
へ
。

理
科
の
知
識
理
解
が
向
上

　
担
当
教
員
か
ら
は
、
「
生
徒
の
興
味
や

関
心
が
高
ま
り
、
理
科
学
習
発
表
会
の
発

表
の
質
の
向
上
や
、
理
科
の
知
識
理
解
が

深
ま
っ
た
」
な
ど
の
声
も
あ
り
、
平
成
27

年
度
に
は
、
清
流
中
学
校
が
「
科
学
の
甲

子
園
ジ
ュ
ニ
ア
全
国
大
会
」
に
出
場
す
る

な
ど
大
き
な
効
果
が
出
て
い
ま
す
。

科
学
の
甲
子
園

ジ
ュ
ニ
ア
全
国
大
会
に
出
場

　
「
科
学
の
甲
子
園
ジ
ュ
ニ
ア
全
国
大

会
」
は
、
未
知
の
分
野
に
挑
戦
す
る
探
究

心
や
創
造
性
に
優
れ
た
人
材
の
育
成
を
目

的
に
、
全
国
の
中
学
生
が
都
道
府
県
を
代

表
し
て
科
学
の
思
考
や
技
能
を
競
う
大
会

で
す
。

　
８
月
、
９
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会

の
予
選
で
あ
る
群
馬
県
大
会
で
は
、
清
流

中
学
校
の
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
準
優
勝
し

た
樹
徳
中
学
校
チ
ー
ム
と
と
も
に
、
各
校

３
人
の
計
６
人
が
群
馬
県
代
表
と
し
て
全

国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　
清
流
中
学
校
で
は
、
全
国
大
会
に
向
け

て
、
サ
イ
エ
ン
ス
ド
ク
タ
ー
に
よ
る
特
別

講
義
を
行
い
ま
す
。
特
別
講
義
は
、
全
国

大
会
出
場
者
だ
け
で
な
く
、
１
年
生
の
生

徒
も
受
講
し
、
次
年
度
の
活
躍
に
も
つ
な

が
る
も
の
で
す
。

桐生ならではの特色ある教育

サ
イ
エ
ン
ス
ド
ク
タ
ー

大
学
院
生
が
理
科
の
先
生
に

産学官民の連携で世界に通じる人材育成を
　絹織物産業や機械金属産業などの「ものづくり」のノウハウを持つ企業
や、群馬大学理工学部・理工学府、地域の人と連携し、「桐生ならではの
特色ある教育」に取り組んでいます。
　今号では、その取り組みについてお知らせします。
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織
物
体
験
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
市

で
開
催
し
た
子
ど
も
議
会
で
す
。

　
「
桐
生
で
育
ち
、
桐
生
織
の
こ
と
は
聞

い
て
い
る
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
作
ら

れ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
体
験
し

た
い
」
と
い
う
要
望
を
受
け
、
「
桐
生
を

好
き
な
子
供
」
を
育
て
る
事
業
と
し
て
平

成
26
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
４
年
目
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　
市
内
小
学
校
３
年
生
以
上
の
１
学
年

（
３
年
生
15
校
、
４
年
生
２
校
）
の
児
童

と
、
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
の
生
徒
を

対
象
に
、
伝
統
産
業
で
あ
る
絹
織
物
に
つ

い
て
、
機
織
り
体
験
と
講
話
を
通
じ
て
、

そ
の
伝
統
と
技
術
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ

取
っ
て
も
ら
い
、
ふ
る
さ
と
桐
生
に
つ
い

て
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
学
校
教
育
課
教
育
支

援
係
（
☎
内
線
６
８
３
）
へ
。

桐
生
織
の
伝
統
と
技
術
を
体
験

　
小
学
校
で
は
、
桐
生
織
物
協
同
組
合
伝

統
工
芸
士
会
の
工
芸
士
が
各
学
校
に
派
遣

さ
れ
、
実
際
の
織
物
を
見
な
が
ら
様
々
な

織
り
方
の
技
法
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
端

切
れ
を
ル
ー
ペ
で
観
察
し
、
そ
の
技
術
の

高
さ
を
実
感
し
な
が
ら
、
織
物
の
歴
史
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
す
。
機
織
り
体
験

で
は
、
学
校
に
運
び
込
ま
れ
た
手
織
り
機

を
使
い
、
伝
統
的
な
手
織
り
を
全
員
の
児

童
が
体
験
し
ま
す
。
ま
た
、
織
物
参
考
館

“
紫ゆ
か
り”
（
東
四
丁
目
）
で
も
、
織
物
の
歴

史
や
糸
か
ら
織
物
ま
で
の
過
程
を
学
び
、

藍
染
を
実
際
に
体
験
し
て
、
桐
生
の
織
物

の
歴
史
と
技
術
を
学
習
し
て
い
る
小
学
校

も
あ
り
ま
す
。

　
市
内
の
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
で

は
、
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
能
力
や
可
能
性

を
最
大
限
に
伸
ば
し
、
自
立
や
社
会
に
参

加
す
る
た
め
の
「
生
き
る
力
」
の
育
成
支

援
を
目
標
に
、
工
房
「
風か
ざ
は
な花
」
（
東
久
方

町
一
丁
目
）
の
協
力
を
得
て
、
年
２
回
の

織
物
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
体
験
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
生
徒

も
多
く
、
体
験
を
重
ね
る
う
ち
に
、
織
り

方
に
も
慣
れ
、
丁
寧
に
手
早
く
作
る
こ
と

が
で
き
る
生
徒
も
い
ま
す
。

　
体
験
で
制
作
し
た
作
品
は
、
群
馬
県
立

桐
生
特
別
支
援
学
校
・
桐
生
市
立
特
別
支

援
学
級
学
習
発
表
会
で
展
示
す
る
予
定
で

す
。

織
物
体
験
を
通
し
て

　
織
物
体
験
は
子
ど
も
の
心
に
強
く
残
る

体
験
で
す
。
ま
た
、
織
物
体
験
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
で
、
桐
生
で
育
っ
た
子
ど
も

は
、
全
員
が
手
織
り
を
体
験
し
ま
す
。

　
桐
生
織
の
す
ば
ら
し
さ
と
伝
統
文
化
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
桐
生
織
の
伝
統

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

桐
生
を
好
き
な
子
ど
も
に

織
物
体
験
で
桐
生
を
知
る

特集　桐生ならではの特色ある教育

①機織りの糸を継ぐために結び目が大き
くならないように結ぶ結び方の体験、②桐
生織の歴史と織物の種類についての講義
（ともに新里中央小学校３年生）
③藍染体験、④古代の織機見学（ともに相
生小学校3年生）
⑤、⑥市内中学校特別支援学級の体験成果

① ② ③

⑤ ⑥④
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産
・
官
・
学
・
民
の
連
携
で

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
育
成
を

　
未
来
創
生
塾
は
、
群
馬
大
学
理
工
学
部

を
核
に
、
産
・
官
・
学
・
民
が
連
携
し
、

１
０
０
年
先
の
楽
し
い
未
来
社
会
の
構
築

を
視
野
に
「
地
域
発
、
親
子
で
学
ぶ
新
し

い
教
育
の
か
た
ち
」
と
し
て
誕
生
し
た
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
こ
の
地
域
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
産

業
を
生
か
し
て
、
子
ど
も
に
発
見
の
喜
び

と
感
動
を
与
え
感
性
を
育
み
、
世
界
を
リ

ー
ド
す
る
人
材
の
育
成
と
楽
し
い
未
来
社

会
の
構
築
を
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
で

す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
未
来
創
生
委
員

会
事
務
局（
桐
生
商
工
会
議
所
内
、☎

45
１
２
０
１
）ま
た
は
、生
涯
学
習
課
社
会

教
育
係
（
☎
内
線
６
５
１
）
へ
。

親
子
で
参
加
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
未
来
創
生
塾
で
は
、
知
識
を
覚
え
る
前

に
、
体
験
を
通
し
て
驚
き
や
不
思
議
さ
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
で
、
謎
を
解
き
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
自
然
に
生
ま
れ
る
よ
う

に
、
子
ど
も
の
五
感
を
刺
激
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

と
一
緒
に
参
加
す
る
保
護
者
に
と
っ
て

も
、
未
知
の
扉
を
開
く
体
験
は
新
た
な
喜

び
と
な
り
、
家
族
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
豊
か
に
す
る
取
り
組
み
で
す
。

基
礎
編
と
応
用
編

　
未
来
創
生
塾
の
活
動
は
、
基
礎
編
と
応

用
編
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
基
礎
編
は
、
市
内
各
小
学
校
が
、
学
習

目
標
に
か
な
っ
た
未
来
創
生
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
メ
ニ
ュ
ー
を
選
択
し
、
授
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
応
用
編
で
は
、
市
内
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
か
ら
希
望
者
（
９
月
末
現
在
２
８
４

人
）
を
募
り
、
未
来
創
生
塾
メ
ン
バ
ー
と

し
て
、
世
界
的
に
活
躍
す
る
地
元
企
業
の

見
学
や
、
国
重
要
文
化
財
を
通
し
て
の
歴

史
学
習
、
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
の
体
験
、
企
業

と
合
同
の
ご
み
拾
い
、
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
放

流
、
清
流
読
書
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
感
性

と
知
識
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を
継
続
的

に
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
元
に
誇
り
を
持

ち
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
感
性
豊
か
な
人

材
が
着
実
に
増
え
て
い
く
こ
と
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
桐
生
の
良
さ
を
学
び
、
桐
生
を
愛
す
る

心
を
育
み
、
桐
生
の
次
代
を
担
う
人
材
育

成
に
取
り
組
む
未
来
創
生
塾
を
引
き
続
き

支
援
し
ま
す
。

聴覚の世界

未来 塾生創

清流読書
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安
全
・
安
心
な
活
動
拠
点
づ
く
り

　
地
域
社
会
の
中
で
心
豊
か
で
健
や
か
に

育
ま
れ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

放
課
後
子
供
教
室
「
桐
生
キ
ッ
ズ
カ
レ
ッ

ジ
」
の
開
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
放
課
後
子
供
教
室
は
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
と
は
異
な
り
、
地
域
の
人
も
参
画

し
、
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
、
交

流
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
を
放
課
後
や
休

業
日
に
行
う
事
業
で
、
今
年
度
、
試
行
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
生
涯
学
習
課
社
会
教

育
係
（
☎
内
線
６
５
１
）
へ
。

桐
生
に
ま
つ
わ
る
多
様
な
体
験
で

桐
生
を
好
き
な
子
ど
も
に

　
平
成
29
年
度
は
、
桐
生
を
知
る
取
り
組

み
を
中
心
に
、
５
月
か
ら
平
成
30
年
２
月

ま
で
毎
月
１
回
、
土
曜
日
の
午
前
９
時
10

分
か
ら
午
後
１
時
ま
で
、
中
央
公
民
館
を

活
動
拠
点
と
し
て
10
回
実
施
し
ま
す
。

　
受
講
者
は
、
市
内
の
小
学
校
に
通
学

す
る
児
童
を
対
象
と
し
て
、
応
募
総
数

１
２
２
人
か
ら
抽
せ
ん
で
選
ば
れ
た
40
人

で
す
。
桐
生
を
好
き
な
子
ど
も
を
育
て
る

観
点
か
ら
、
桐
生
に
ま
つ
わ
る
多
様
な
体

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
傷
害
保
険
料

や
教
材
費
、
昼
食
材
料
費
な
ど
の
実
費
は

本
人
負
担
で
す
。

地
域
の
人
と
の
交
流
で

社
会
性
の
あ
る
子
ど
も
に

　
協
力
団
体
と
し
て
、
日
頃
か
ら
各
地
域

放課後子供教室

桐生キッズカレッジ

で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
育
ん
で
い
る

生
涯
学
習
桐
生
市
民
の
会
や
婦
人
会
、
Ｋ

Ｌ
Ｃ
（
桐
生
市
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
）
の
皆
さ
ん
が
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
世
代
を
超
え
て
、
様
々
な
体
験
活
動
や

交
流
活
動
、
昼
食
作
り
や
会
食
を
行
う
こ

と
で
、
子
ど
も
の
社
会
性
や
規
範
意
識
、

自
主
性
、
創
造
性
を
育
む
と
と
も
に
、
地

域
の
教
育
力
の
向
上
を
図
り
、
学
校
に
大

き
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
現
状
を
是
正

す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
今
年
度
試
行
し
た
成
果
と
課

題
を
踏
ま
え
、
徐
々
に
地
域
へ
広
げ
て
い

く
予
定
で
す
。

桐生消防署のなぞを探る

たこづくり・たこあげ教室

特集　桐生ならではの特色ある教育
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日
本
と
外
国
双
方
の
国
際
理
解

　
黒
保
根
小
・
中
学
校
は
、
世
界
25
か
国

以
上
、
約
４
０
０
人
が
在
籍
し
て
い
る
東

京
都
港
区
の
西
町
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
と
平
成
６
年
に
姉
妹
校
の
提
携

を
結
び
、
平
成
17
年
に
桐
生
市
と
合
併
し

た
以
降
も
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
て
20

年
を
超
え
る
交
流
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
西
町
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

で
行
う
フ
ー
ド
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
や
、
授

業
体
験
な
ど
様
々
な
国
籍
の
児
童
と
交
流

し
、
日
本
と
外
国
双
方
の
文
化
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
黒
保
根
公
民
館
（
☎

96
２
５
０
１
）
へ
。

西
町
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
と

の
交
流

　
黒
保
根
小
学
校
で
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
あ
る
学
校
支
援
隊
や
、
農
業
支

地
域
の
特
色
を
生
か
し
て

国
際
理
解
に
向
け
た
取
り
組
み

援
隊
の
協
力
を
得
て
、
田
植
え
、
稲
刈

り
、
餅
つ
き
な
ど
米
作
り
を
通
し
て
交
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
黒
保
根
中
学
校
で
は
、
西
町
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
宅
へ
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
や
、
黒
保
根
中
学
校
で
の
授

業
交
流
な
ど
生
き
た
英
語
を
使
い
な
が
ら

積
極
的
な
交
流
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

語
学
学
習
で
積
極
的
な
交
流
を

　
西
町
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

と
の
交
流
や
、
小
学
校
の
外
国
語
活
動
へ

の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
黒
保
根
保
育

園
、
黒
保
根
小
・
中
学
校
で
は
、
英
語
に

親
し
む
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
「
国
際
理
解
教

育
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
保
育
園
で
は
、
歌
や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
で
英

会
話
講
師
と
触
れ
合
う
活
動
を
行
い
、

小
・
中
学
校
で
は
、
英
会
話
講
師
の
学
校

行
事
へ
の
参
加
、
夏
休
み
や
放
課
後
の
英

会
話
レ
ッ
ス
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特集　桐生ならではの特色ある教育

稲刈り交流（黒保根小学校・西町インターナショナルスクール）

夏休み英会話教室（黒保根中学校）

放課後英会話レッスン（黒保根小学校）

英語に親しむ（黒保根保育園）
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